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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

「 学習指導要領解説 総則編」には、「子供たちが、学習内容を人生や社会の在り方＊

と結び付けて深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわ

たって能動的に学び続けることができるようにする」ため、学習の質を一層高める授業改

善の必要性が示されています。

本県の「令和６年度学校教育の指

針」では、「問題を発見し、他者と

の関わりを通して主体的に問題を解

決していく子ども」を育成するため

に「秋田の探究型授業」の基本プロ

セスを機能させた授業づくりの充実

を図りつつ、正解のない問いにも果

敢に挑戦しながら、未来を切り拓い

ていくことができるよう、今後も新

たな時代に対応した学びを実現して

いくことを求めています。

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（令和３年１月26

日）では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図りながら、「一人

一人の子供を主語にする学校教育」を目指していることが示されています。

そしてこれまでセンター研究２では、平成30年度から視点を変えながら「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業改善に関する研究に取り組んできました（図１）。

こうした背景を踏まえ、研究主題を「一人一人の子どもを主語にした学びの実現に向け

た授業改善」とし、研究を進めることとしました。

現行の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校 学習指導要領解説 総則編を指す
＊

２ 本研究における言葉の捉え方

研究の１年次は、「子どもを主語にした学び」、「自律した学習者」を次のように捉え

て研究を進めました。

「子どもを主語にした学び」とは、

子どもが自律した学習者として自らの学びをデザインしていく学び

「自律した学習者」とは、

自分に合った学び方を探したり、自らの学びを調整したりする学習者

図１ 授業改善に関するこれまでの研究
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。

３ 研究のねらい

「一人一人の子どもを主語にした学び」の実現に向けて、授業づくりをする上での受講

者が抱える課題や困難さを明らかにし、研修講座等を工夫するなど、授業づくりを支援す

ることで、「一人一人の子どもを主語にした学び」の実現に向けた授業改善の推進を図る

４ 研究の仮説

研修講座等において、「子どもが自律した学習者として、自らの学びをデザインしてい

く」という視点で授業を見直す場を設定するなど、授業づくりを支援することで、「一人

一人の子どもを主語にした学び」の実現に向けた授業改善が推進されるであろう。

５ 研究の内容

(1) １年次（令和６年度）の取組

・研究の全体像を構想し、計画の立案・修正を行う「研究推進グループ」、受講者アン

ケートを作成し、分析を行う「調査・分析グループ」、受講者の授業づくりを支援す

るための手立てなどを検討する「講座内容検討グループ」の三つのグループを編成し

て研究を進めました。

・受講者の授業づくりに関する実態や、「一人一人の子どもを主語にした学び」の捉え

方についてアンケート調査を実施し、その結果を分析して考察しました。

・授業づくりを支援するための研修講座を試行しました。

・「一人一人の子どもを主語にした学び」の具体や実践上の課題などを洗い出し、授業

づくりを支援するための研修講座等に取り入れる要素を見いだして演習の内容を検討

しました。

(2) ２年次（令和７年度）の取組

・１年次の成果等を踏まえ、授業づくりを支援する研修講座等を実施するとともに、受

講者の授業づくりに関するアンケート調査を行います。研修講座等の内容は、受講者

の研修リフレクションシートの記述やアンケート調査の結果を基に、随時見直しを図

ります。

(3) ３年次（令和８年度）の取組

・２年次の研究の成果と課題を踏まえた研修講座等を継続して行い、３年間の研究の成

果と課題をまとめます。

・研究を通して得られた資料等は、学校での授業改善に役立てていただけるよう取りま

とめ、当センターウェブサイトで公開する予定です。
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Ⅱ 研究の実際

１ アンケート調査の実施

授業づくりに関する受講者の実態や、「一人一人の子どもを主語にした学び」の捉え方

について把握するため、５月から10月にかけて、19の研修講座でアンケート調査を実施し

ました。

［アンケート調査を実施した主な研修講座］

・実践的指導力習得研修講座（小・中学校、高等学校２年目）

・教職５年目研修講座（小学校）

・実践的指導力向上研修講座（小・中学校、高等学校８年目）

・中堅教諭等資質向上研修講座（小・中学校、高等学校11年目）

・資質・能力の育成に向けた社会科の授業づくり（小・中学校）

・生徒が科学的に探究する中学校理科の授業づくり

・育成する資質・能力から考える図画工作科の授業（小学校） など

アンケートの設問は、研究の背景や研究主題等を踏まえて、次の三つとしました。

設問① 「一人一人の子どもを主語にした学び」はどのような手立てや工夫、学

習活動によって実現されると思いますか。（自由記述）

設問② 次のうち、あなたが意識して授業に取り入れている項目を全て選び、番

号に○を付けてください。（10項目 複数回答）

設問③ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点による授業改善を進める

上で、困難に感じることを教えてください。（自由記述）

アンケートの趣旨を、スライド資料を用いて説明しました（図２）。また、アンケート

に回答することを通して、受講者一人一人がこれまでの授業を振り返りながら、これから

の授業づくりについて考える機会となるよう工夫しました（図３）。

図３ 自身の授業づくりの振り返りを促すスライド図２ アンケートの趣旨を説明するスライド

（ｐ31－33を参照）
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２ アンケート調査の結果及び分析・考察

(1) 設問①の結果及び分析・考察

設問①の回答について、生成

ＡＩによるテキストマイニング

を活用し、キーワード、頻度、

概略をまとめました（図４）。

抽出されたキーワードの「活

動」「選択／選ぶ」「考える」

「工夫」「時間」「環境」の概

略から、受講者は手立てや学習

活動において、「個別最適な学

び」や「協働的な学び」につな

がる視点をもっていることが分

かりました。また、キーワード

の「学び／学ぶ」「課題」「主

体的／主体」「ゴール／目標」

の概略から、児童生徒が主体的

に学びに取り組み、ゴールに向

かって自ら学習を進めていくこ

との大切さに気付いていること

を読み取ることができました。

(2) 設問②の結果及び分析・考察

設問②について、受講者の回

答をまとめました（図５）。

項目８の「クラスメイトとの

協働」、項目１の「児童生徒に

よる課題の選択・決定」、項目

５の「個の興味・関心に応じた

学習」、項目４の「児童生徒に

よる学習時間の設定」の順で、

選択率が高くなっていました。

他の項目においても30％程度の

選択率となったものが多く、児

童生徒が自ら課題を選択・決定して学習を進め、協働的に学んでいくことにつながる活動

を授業に取り入れていることを推察することができました。

図４ 設問①の結果

図５ 設問②の結果
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、

(3) 設問③の結果及び分析・考察

設問③の回答について、記述内容を分析しました（図６、７）。

回答数 464 の中には、受講者自

身の理解不足に関する記述や、困

難さとして児童生徒の「学力差」

「認知特性の違い」「協働すると

個が考えるのをやめる」などの記

述が多数見られました（図６）。

このように、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の視点による

授業改善を困難にしている原因の

多くに、受講者の理解不足がある

ことが明らかになりました。また

「個別最適な学び」や「協働的な

学び」について、一定の理解を得

ていると判断できた 140 名の回答

を生成ＡＩによるテキストマイニ

ングを活用し、カテゴリーと頻度

をまとめました（図７）。特に図

７の囲みで示したカテゴリーにつ

いて、困難に感じる受講者が多い

ことが分かりました。

そのほか、カテゴリーとして抽

出されなかった回答の中には、具体的な取組への不安として、「どのように実践したらよ

いか分からない」、「一人一人の子どもの学びの見取り方や評価の仕方が分からない」、

「単元構想やコーディネートの仕方が分からない」などの記述が見られました。

以上の調査結果及び分析・考察から、受講者の授業づくりに関する実態を、次のように

まとめました。

受講者の授業づくりに関する実態］［

・児童生徒が自ら課題を選択・決定して学習を進め、協働的に学んでいくことにつな

がる活動を授業に取り入れている受講者が一定数いる。

・「個別最適な学び」や「協働的な学び」についての捉えが不十分であり、具体的な

授業のイメージをもてず、手立ての取り入れ方に不安や課題を抱えている受講者が

多い。

図６ 設問③の結果

図７ 設問③において「個別最適な学び」や「協働的な学び」

に一定の理解があると判断した140名の回答結果
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、

３ 研修講座での取組

幾つかの教科で、「自律した学習者として、自らの学びをデザインしていく学び」を受

講者が体験する研修講座を試行しました。学習者の立場で、自分に合った学び方を探した

り、学びを調整したりする演習に取り組むことで、授業づくりや授業改善のヒントを得て

いる受講者の姿が見られました。

(1) 図画工作科の研修講座

学習者の立場で、造形遊びを体

験する演習を行いました（図８）

自身の活動のめあて、場所や材料

を決めて個別に活動しました。必

要に応じて協力したり、活動の成

果や気付きを受講者同士で共有し

たりしました。受講者の研修の振

り返り票には、「児童の立場で体

験することを通して、材料や表し

方を試したり、修正したりしなが

ら学ぶことのよさに気付くことができた」という記述がありました。児童の学びを実感す

るとともに、新たな気付きを得たことが読み取れました。

(2) 理科の研修講座

学習者の立場で、探究的な活動

を体験する演習を行いました（図

９）。課題を解決する方法を考え

て必要な道具を選択し、個で探究

を進めました。個の活動の途中で

他の受講者に声を掛けて方法の妥

当性を検討し、個の探究に戻って

活動していました。その後、自分

のペースでじっくり考えるか、対

話しながら考えを広げるか、自分

に合った学習形態を選択する姿や

自分のタイミングで個の活動と協働を行き来したり、新たな課題を設定したりする姿が見

られました。受講者の研修の振り返り票には、「生徒の立場で課題に対して実験を検証し

自分なりの結論を出す方法について考えることができた」という記述がありました。研修

講座を通して、生徒が探究的に学ぶための手立てに気付き、授業改善に生かそうという意

欲の向上が見られました。

図８ 研修講座での取組（図画工作科）

図９ 研修講座での取組（理科）

。
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Ⅲ 研究のまとめ

１ １年次の成果と課題

＜成果＞

○「一人一人の子どもを主語にした学び」の実現に向けた授業づくりに関して、受講者の

実態を把握するとともに、どのような不安や課題を抱えているのかを明らかにすること

ができた。

○研究に関わる研修講座を試行したり、研修講座等に取り入れる要素を見いだしたりする

など、演習の内容を検討することができた。

○アンケート調査や研修講座での演習を通して、受講者が自身の授業を振り返り、「一人

一人の子どもを主語にした学び」について考える機会を設けることができた。

＜課題＞

●受講者が「子どもが自律した学習者として、自らの学びをデザインしていく」という視

点で授業づくりを見直し、具体的な教師の役割や支援の在り方を探ることができるよう

に、研修講座等で継続的に支援していく必要がある。

●これまで以上に受講者との対話を大切にし、受講者と授業改善の方向性などを共に考え

ていく研修講座等を実施する必要がある。

●研修講座等が受講者にとって最適な学びになるよう、受講者一人一人の実態や課題など

に対応した講義や演習の組立てについて具体的に検討する必要がある。

２ 今後に向けて

２年次は、「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」の研究を生かし

ながら、研修講座等において、より具体的な授業づくりのための手立てに関する講義・対

話・演習を実施していきます。また、受講者の授業づくりに関するアンケート調査を実施

し、研修講座等で提示した授業づくりの有効性を検証して改善を図っていくことを計画し

ています。

(1) 研究２年次の研修講座の計画

１年次のアンケート調査から見え

てきた受講者の実態を踏まえ、「一

人一人の子どもを主語にした学び」

の実現に向けた授業づくりの講座内

容を検討しました。受講者の実態に

対応するために、図10のＡ、Ｂ、Ｃ

に示した演習等を計画しています。
図10 三つの講座内容（Ａ、Ｂ、Ｃ）
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(2) Ａ：具体的な実践例等を提供し、学びの意図やねらいを共有する講義・対話・演習

例えば資料（図11）を示しながら学習指導要領や答申等に関わる話題を提供し、一つの

クラスに在籍する多様な子どもたちの特性や関心に応じた、資質・能力を育む学びの必要

性について理解を促します。具体的な実践例（図12）を用いた対話や演習を通して理解を

深め、実践につなげられるようにします。受講者による学校での実践や、令和５年度のセ

ンター研究２で作成した手引を活用するなどし、受講者が実際の授業をイメージできるよ

うに授業づくりを支援していきます。

図11 学習指導要領や答申等に関わる資料

図12 具体的な実践例
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(3) Ｂ：自身の授業づくりについて現状を把握し、研修計画を立てる演習

受講者自身が、今できていることやこれから学びたいことを把握し、研修講座の学びを

生かして研修計画を立て、勤務校で授業改善に取り組むことを目指します（図13）。

(4) Ｃ：自身の授業づくりの課題解決に向けて、選択して取り組む演習

「既存の指導計画や学習指導案を検討し直すのか、新たに構想するのか」、「構想する

のは単元（題材）か単位時間か、あるいは場面か」、「個で演習を進めるのか、複数人で

進めるのか」など、受講者自身が課題解決に向けて、選択して演習に取り組みます。演習

では、令和５年度のセンター研究２で作成した演習シートを活用します（図14）。

図13 自己研修計画を立てる演習シート（例）

図14 自身の授業づくりの課題解決に向けて、選択して取り組む演習シートなど
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同じ教科や異なる教科の受講者でグループを編成し、対話・協議を行うことで、授業構

想やコーディネートの仕方が広がったり、深まったりすることが期待できます。協議の際

に、授業づくりの視点を示した演習シートの活用を検討しています（図15）。

いずれの研修講座等の内容も、受講者が勤務校における自己研修や校内研修会に活用で

きるものにしていく予定です。

各教科の研修講座等で、「一人一人の子どもを主語にした学び」の実現に向けた授業づ

くりを受講者と共に考え、具体的な実践に結び付けながら、授業改善の推進を図っていき

たいと考えています。

図15 協議で活用する授業づくりの視点を示した演習シート（例）
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１
「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
背
景

令
和
６
年
度 「
主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
て

秋
田
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
科
・
研
究
チ
ー
ム

は
じめ
に

「
主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て

児
童
生
徒
が
、
「
学
習
内
容
を
人
生
や
社
会
の
在
り
方
と
結
び
付
け
て

深
く
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付

け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
の
蓄
積
を
生
か
し
な
が
ら
学
習
の
質

を
一
層
高
め
る
授
業
改
善
の
取
組
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が

示
さ
れ
て
い
る
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
の
推
進

小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
及
び
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
を
基
に
作
成

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力

の
育
成
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
個
別
最
適
な

学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
を
主
語
に
す
る
学
校

教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
１
月
2
6
日
付
「
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び

と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
（
答
申
）
」
を
参
考
に
作
成

「
主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て

は
じめ
に 教
師
視
点

個
に
応
じ
た
指
導

個
別
最
適
な
学
び

全
く
新
し
い
考
え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん

学
習
者
視
点
で
整
理

個
別
最
適
な
学
び

指
導
の
個
別
化
・
学
習
の
個
性
化

こ
れ
ま
で
も
「
個
別
化
教
育
」
「
学
習
指
導
の
最
適
化
」
な
ど
、
個
性
や

能
力
、
自
主
性
を
生
か
し
た
学
び
は
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
層
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
個
別
最
適
な
学
び
」

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
「
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
実
現
に
向
け
た
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
に
関
す
る
参
考
資
料
（
令
和
3
年
）
」
を
基
に
作
成
）

アンケート調査で使用したスライド資料
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新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿

○
変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
探
究
心
を
持
ち
つ

つ
自
律
的
に
学
ぶ
と
い
う
「
主
体
的
な
姿
勢
」

○
求
め
ら
れ
る
知
識
技
能
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
た
「
継
続
的
な
学
び
」

令
和
4
年
1
2
月
1
9
日
付
「
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
養
成
・採
用
・研
修
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
『
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
』
の
実
現
と
、多
様
な

専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
～
（
答
申
）
」
を
参
考
に
作
成

○
新
た
な
領
域
の
専
門
性
を
身
に
付
け
る
な
ど
強
み

を
伸
ば
す
た
め
の
、
一
人
一
人
の
教
師
の
個
性
に

即
し
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」

○
他
者
と
の
対
話
や
振
り
返
り
の
機
会
を
確
保
し
た

「
協
働
的
な
学
び
」

新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿

令
和
4
年
1
2
月
1
9
日
付
「
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
養
成
・採
用
・研
修
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
『
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
』
の
実
現
と
、多
様
な

専
門
性
を
有
す
る
質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
～
（
答
申
）
」
を
参
考
に
作
成

あ
な
た
の
授
業
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
？

実
践
の
振
り
返
り

授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

「
一
人
一
人
の
子
ど
も

を
主
語
に
し
た
学
び
」

と
は
？

こ
れ
か
ら
の
授
業
づ
く
り
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